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 当院では、平成30年に「地域包括ケア病床」を開設する

ことになりました。 

 現在は、その準備段階で、移行期間ではありますが、5月

7日以降、病床移動のお願いをさせて頂いています。 

 今までは、入院となりますと、病状が安定するまで検査

や治療が行われ、主治医の許可で退院が決定していまし

た。しかし、退院が許可されたとしても、すぐに在宅に戻

るには不安がある場合もあります。そのような方のため

に、入院を継続し在宅復帰に向けて準備をする病床を「地

域包括ケア病床」と言います。 

 当院では、3階病棟に19床を準備して

おります。病状が安定し、主治医の指

示があったら、その病床に移動して頂

き、在宅復帰に向けての退院支援をさ

せて頂きます。 

 

＜入院期間について＞ 

「地域包括ケア病床」では、最大60日

の入院が可能です。 

皆様が安心して在宅復帰して頂けますように、医師・看護

師・リハビリスタッフ・医療福祉相談員等が協力して支援

させて頂きます。但し、医師が退院可能と判断した場合、

期間に関わらず退院することも出来ます。また地域包括ケ

ア病床では、60日超えての入院は出来ません。状況に応じ

て患者様・ご家族様との面接を実施し、退院に向けて支援

させて頂きます。 

 もしくは、病状悪化で治療が必要になった場合は、「地

域包括ケア病床」では急性期治療は出来ません。そのた

め、医師が、治療の必要があると判断した場合は、一般病

床へ移動することになります。 

 尚、地域包括ケア病床は、国の定めにより、

入院中1度しか利用することができない決まり

になっていますこと、ご了承ください。 

皆様のご理解とご協力のほど、宜しくお願い 

いたします。 

(総看護師長 波多野 智子) 

平成30年8月1日より、小国公立病院では『地域包括ケア病床』が開設となります。開設前に

『地域包括ケア病床』について、各部署の役割を紹介いたします。 

 

平
成
30
年
度
小
国
公
立

病
院
の
大
き
な
目
標
の
一

つ
に
、
今
年
は
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
の
導
入
を
掲
げ

て
い
ま
し
た
。 

 
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
医

療
の
方
向
性
は
、
政
府
・

厚
労
省
が
医
療
費
問
題
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

等
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま

す
。
現
在
の
示
さ
れ
て
い

る
大
き
な
方
向
性
は
入
院

か
ら
在
宅
へ
と
い
う
流
れ
で
す
。 

 

そ
の
流
れ
を
確
立
す
る
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
制
度
、
訪
問
診
療
・
病
院
以
外
で
の
看
取
り
等
が
医

療
保
険
上
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
乗
っ
た

体
制
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
健
全
な
病
院
経
営
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

 
 

 

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
導
入
は
小
国
公
立
病
院
に

と
っ
て
も
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制
度
で
す
。
今
、

当
院
の
届
け
て
出
て
い
る
看
護
基
準
で
は
入
院
患
者
様

の
平
均
在
院
日
数
を
21
日
未
満
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
入
院
患
者
様
の
高
齢
化
で
21
日
で

は
自
宅
へ
の
復
帰
が
出
来
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。 

 

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
は
急
性
期
の
治
療
は
終
了
し

た
が
、
あ
と
少
し
病
院
で
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な

患
者
様
を
自
宅
復
帰
ま
で
の
間
、
60
日
を
限
度
と
し

て
入
院
継
続
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
他
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
は
在
宅
で
療
養
を
し
て
お
ら
れ
た
方
の
一

時
的
入
院
も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と
急
性
期
一
般
病
床
と

の
違
い
は
、
包
括
と
言
う
言
葉
に
あ
り
ま
す
。
包
括
と

は
「
全
て
を
一
纏
め
」
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

                

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
は
設
定
さ
れ
た
入
院
基
本
料

に
全
て
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
即
ち
薬
品
代
、
処
置

料
、
リ
ハ
ビ
リ
料
金
等
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
急
性

の
病
気
で
集
中
治
療
が
必
要
な
患
者
様
は
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
で
す
。
集
中
治
療
が
終
了
し
た
時
点
で
自
宅

復
帰
に
向
け
て
の
療
養
や
リ
ハ
ビ
リ
の
時
期
に
な
っ
て

部
屋
を
移
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し
た
病
院
を

目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
為
に
，
訪
問
看
護
、
訪
問
診
療
、
リ
ハ
ビ
リ
等

の
充
実
の
努
め
、
さ
ら
に
は
在
宅
で
の
看
取
り
を
希
望

さ
れ
る
ご
家
族
の
要
望
に
も
で
き
る
だ
け
答
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

『
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
』
導
入
し
ま
す 

小
国
公
立
病
院 

院
長 

坂
本 

英
世 



ゆたぁ～と新聞 

岡田 龍哉
お か だ  た つ や

 先生 専門科：整形外科    

  

 熊本大学病院から毎週火曜日に来るこ

とになりました岡田と申します。専門は整形

外科です。 

 10年ほど前に1年間ほど外来に来ていたこともあり、

懐かしい思いで仕事させて頂いています。宜しく御願

いします。  

支 援 医 師 紹 介 

 
 

団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
伴
う
医

療
や
介
護
の
需
要
増
大
に
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に≪
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム≫

が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し

た
。 

2
つ
の
柱
と
し
て
、
①
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
障
害
者
や
こ
ど
も
、
生
活
困

窮
者
な
ど
を
「丸
ご
と
」支
え
る
包
括
的

支
援
体
制
を
構
築
す
る 

②
地
域
住
民

が
「我
が
事
」と
し
て
公
的
支
援
と
共
働

し
、
住
民
相
互
の
支
え
合
い
を
つ
く
る
と

掲
げ
て
あ
り
ま
す
。 

  

小
国
郷
の
地
域
性
と
し
て
は
、
2

0

2

5
年
問
題
に
突
入
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
地
域
課
題
の
解
決
力
の

強
化
と
し
て 

 

(1)
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を

把
握
し
て
解
決
す
る
体
制
を
つ
く
る 

 
 

 

 

(2)
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

連
携
し
、
相
談
を
受
け
る
受
け
皿
の
体

制
作
り 

 

(3)
福
祉
分
野
だ
け
で
な
く
医
療
、
雇

用
、
産
業
、
教
育
な
ど
と
連
携
し
、
解

決
を
図
る 

等
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 今

年
度
、
当
病
院
の
体
制
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
病
床
は
、
病
状
が
落
ち
着
か
れ
退

院
ま
で
の
間
に
在
宅
復
帰
・施
設
で
の
療

養
環
境
を
整
え
る
支
援
・調
整
を
さ
せ

て
頂
く
病
床
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
開
設
に
伴
い
、
連
携
室
の
部
署
に

看
護
師1

名
、
社
会
福
祉
士
2
名
配
置

の
部
署
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
お
い
て
、
こ
の

部
署
の
役
割
と
し
て
、
病
棟
で
は
、
病
棟

看
護
師
が
患
者
様
へ
の
療
養
の
お
世

話
、
診
療
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
医
師
・

看
護
師
・リ
ハ
ビ
リ
・ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
の
情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト(

管
理)

、
患
者
様
の
退
院
支

援
・退
院
調
整
を
行
い
ま
す
。 

         
 

 
 

自
宅
退
院
を
希
望
さ
れ
る
患
者
様

が
一
人
暮
ら
し
で
、
今
後
の
生
活
が
病

状
に
よ
っ
て
困
難
に
な
っ
て
き
た
場
合

は
、
社
会
資
源
を
利
用
し
、
出
来
る
限

り
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
に
添
う
よ

う
に
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
退
院
調

整
を
行
う
の
は
、
一
般
病
床
で
も
同
じ

で
す
。 

  

こ
の
状
況
下
で
、
連
携
室
で
は
ど
の
よ

う
に
関
わ
り
、
患
者
様
へ
の
支
援
を
支
え

る
役
割
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

当

院
だ
け
で
は
支
援
出
来
な
い
部
分
は
、

地
域
の
社
会
資
源
を
利
用
し
、
地
域
の

多
職
種
と
の
方

と
も
情
報
交

換
・連
携
等
を

行
い
、
地
域
の

方
の
受
け
皿
に

な
れ
る
様
な
体

制
作
り
を
行
っ

て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

5
月
7
日
よ
り
当
院
で
は
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
の
導
入
の
準
備
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
で
は
急
性

期
病
院
で
、
重
点
的
に
治
療
を
行
っ
た

の
ち
、
普
段
の
生
活
に
不
安
が
あ
る

方
々
を
対
象
と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し

い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
医
師
や
看

護
師
・リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
在
宅
復
帰
に
向

け
て
の
治
療
・支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
く

病
床
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
を
運
営
す

る
上
で
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
関
わ

り
方
と
し
て
、
患
者

さ
ん
お
一
人
に
対
し

て
、
在
宅
で
の
生
活

を
想
定
し
、
ご
本
人
や
関
係
者
の
方
々

と
の
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
退
院

後
の
在
宅
で
の
生
活
に
即
し
た
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。 

ご
本
人
の
希
望
や
家
族
の
希
望
に
で

き
る
範
囲
で
寄
り
添
え
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ

を
行
っ
て
い
き
、
安
心
し
て
退
院
後
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
、
病
床
の
運
営
を
行
っ
て
い
く
上

で
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
担
当
変
更
等

が
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

包
括
ケ
ア
病
床
と 

 
地
域
連
携
室
の
連
携 

(

地
域
連
携
室 

 

 
 
 

主
任
看
護
師 

佐
藤
明
日
香) 

日
常
生
活
に
即
し
た 

リ
ハ
ビ
リ
訓
練 

(

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

 

 
 
 

理
学
療
法
士 

岩
下
陽
一
郎) 

支援看護師紹介 
近浦 慶太
ち か う ら  け い た

 先生 専門科：泌尿器科  
   

始めまして。熊大病院より毎週金曜日に来させ

て頂いております、泌尿器科の近浦慶太と申し

ます。熊本出身で昨年結婚をしましたが、その

矢先にバイクで自損事故を起こしてしまい、右

足を骨折し、ご迷惑をお掛けしました。周囲の

方々の優しさが身にしみる今日この頃です。未

だ未だ未熟者で微力では御座いますが、小国地域のために貢献を

させて頂きたいと思いますので宜しく御願い申し上げます。  

山田 弘美
や ま だ  ひ ろ み

 看護師(2階病棟) 
  

  6月より復興支援ナースとして入職しました、山田

弘美です。 

 以前は熊本大学附属病院で働いておりました。来

年の2月まで9ヶ月という期限付ではありますが、宜し

くお願いいたします。早く環境に慣れ、早く地域の皆

様へ貢献できるように努めてまいります。 

次号のゆたぁ～と新聞は、H30年9月3日(月)の発行予定です。お楽しみに!! 

舛田 哲郎
ま す だ  て つ ろ う

 先生 専門科：整形外科    

  

 熊本大学医学部附属病院 整形外科の舛田哲

朗と申します。4月から週1回外来を担当させて

いただいております。主な専門は膝関

節です。微力ながら、小国地域の皆様

の医療へ貢献できるよう奮励努力して

参ります。よろしくお願い致します。 


